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Highωleg-cut style swimming suit is popular with young women in recent year. Especially 

swimming suit for racer is almost all high附leg-cutnow. 

It does not cover the groin， and does not hamper the motion of leg. Therefore it seems ef鵬

fective in swimming. 

But high-leg心utstyle swimming suit is generally valued with aesthetic nature above the 

mobility. According to our questionnaire， many people think that high-leg-cut style swimming 

suit is ineffective to swimming. 

1n order to know the mobility of high-leg-cut style swimming suit for general swimmer (not 

for racer)， we measured the time for 25m swimming， the clothing pressure， and the sensation 

of wearing. As a resu1t， we get the conclusion that the degree of high-leg-cut is not always 

concerned the mobility of swimming suit. 

緒言

ハイレッグカット水着は，股の付け根部分を高くく

り抜いてE却を長く見せることから，若い女性を中心に
綴広い人気を持っている.その形体も様々で、鋭くウ

エストまでくり抜いたものや，後美に曲線的にくり抜

いたものなど多様である.もともと女性用水替の形体

は，社会的背景(特に美意識概念やモラノレ)に影響さ

れて時代綴に様々に変化してきたわけだが，ハイレッ

グカットも“長い郷"とL、う美意識と“脚付け叙部の

露出がタブーでなし、"というモラノレとが背景となって

生まれたものと考えられる.

このようなノ、イレッグカットは，一般にも広く普及

しているが，特に競泳用としてオリンピック選手など

に着用されていることは非常に注尽すべきである.こ

れは，ハイレッグカットが単に審美性だけに劉執した

ものでなく，実用性すなわち着心地や運動機能性も念

頭において生み出されたものであるか，あるいは生み

出された結果に運動機能性も備わっていたのか，この

辺りの背景は定かでないが，いずれにせよ競泳用とし

て用いられている事実からすれば，ハイレッグカット

と運動機能性は儲接な関係があると怒われる.

水着の運動機能性に関してはり，運動服メーカー

なにや心にこれまでにも数多くの研究例が見られるが，

その中核は“泳ぎ"の最大の敵である水の抵抗を少し

でもやわらげることや運動に伴なう水着の伸縮特性に

重点が置かれてきた.水着の表面に特殊な加工を施し

たり，水の浸入を克服するためにフィット性抜群でし

かも軽量のナイロンツーウ zイトリコットを開発した

りと，素材商において改良する一方，形体面でも様々

な検討がなされてきた.女伎の場合，裸体のままが最

も泳ぎやすいことも知られていることから，規定の範

関内で出来るだけ肌な露出し運動機能1主主ど妨げないよ

うな形体に工夫されてきた.もちろんハイレッグカッ

トも，関l部の運動機能性において重要なポイントであ

ると言える.

しかしながらこうした研究は，各運動ß~ メーカーと

選手との総別単位のものであり，一般的見解として科
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べ
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学的に裏付けされるまでにはささっていない.それどこ

ろか一般女性の意識としては，芸家恥心も加わってかノ、

イレッグカットは逆に泳ぎにくいという声も聞かれる

程である.このような綬旅に佼置付けされているハイ

レッグカットについて，本当に泳ぎやすいのかどうか，

泳ぎやすいとすればそれはハイレッグカットである程

そうなのか，あるいは限度があるのか，これらな検討

しー絞的見解として裳付ーけることが出来れば非常に意

義深いものと怒われる.

本研究ではこのようなハイレッグカット水器につい

て，カット深さJJIjに着用運動実験を行い，衣服fEと着

用感から運動機能性との関係を対応付けることを試みた.

また 18 歳~25 歳の女性 200 名を対象に水着に関

する笈識についてアンケート鈎変を行った.その中で

基本パタ…ンとして用いることにした. (Fig. 1) 

またノ、イレッグカットの度合は， Fig. 1に示すよ

うに議本ノミターンを接持主に， カットのやや深いものと

して脇で5cm，前身頃のプリンセスラインで2cm足付

け根部分をくり抜いたものを作成する.さらにカット

のかなり深いものとして脇で 10cm，前身頃のプリン

セスラインで4cm足付け線部分をくり談いたものを作

成する.tJ、上3段階のハイレッグカットのパターンを

用いることにした.

Table 1. Elongation coefficient of sample fabrics 

Material Elongation Wale 

Load for 100可 elongation
( kg 17 .62 cm width) 

Course 

ノ、イレッグカット水着に関する質問項目は，ハイレッ Dry Wet Dry Wet 

グカット水着の所有率，ハイレッグのカット度合，ハ Polyester 1000/0 Low 41.0 21.5 7.0 4.0 

イレッグカットの運動機能面への窓識である.これら

を実験に先駆けて，分析，;fEl鐙しておいた Nylon85% Middle 5.2 2.5 10.5 2.5 

材料および方法

試料水藷の作成 ハイレッグカット水器の運動機能

。
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Acrylic 60% 

性を調べるために，カット深さの違う水着を数緩作成 Cotton 30% 減igh 2.3 1.5 2.0 0.8 

し，着用運動実験を行った Spandex10% 

(1)試料布の選択

運動機能性はカットの深さだけでなく生地の素材や

伸締役にも依存していると考え，素材や伸締役の異な

る生地を数点選び、実験に用いることにした.

今沼は一般に用いられている水着用生地 2)を数点

集め，これらを引張り試験した結果として，伸び本の

異なる 3点を選び出し，これらを試料布として用いた.

(Table 1) 

(2 )パターンの作成

水器の原裂はドノレカス 71，9号サイズの足付きボデ

ィを用いて立体裁断によって作成した.

水着の場合は，体にフィットするよう身体サイズよ

りもパターンを小さくする必要がある.そのため伸縮

伎のある生地を用いて立体裁断する場合もあるが，今

協は伸縮伎のないトワ…ノレを用いて立体裁断し，得た

原形を小さくしてパターンを作成することにした.で

はその縮め率であるが，今回は中間的なイ取締役を持つ

生地を用いて原形より小さくしたパターンで水道右作

成し，検討した.その結果原形よりタテ，ョコとも全 I f FRONT BACK 

節約に 10%小さくしたものが， Table 1に示すいず

れの試料においても適度(ゆるみが認められず，かつ Fig. 1. Pattern of basic and high-leg-cut style 

窮屈感を訴えない程度)にフィッ卜したので，これを swimming suit. 
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(3 )水畿の作成

水着は生地と共に縫い目や縫い糸にも伸縮性が喜要求

されるので，縫い尽に伸縮伎のあるオ…パ一口ツグミ

シンと本縫千鳥ミシンを汚い，縫い糸にもウーリーナ

イロン糸を適宜用いて，縫L岐部分に十分な伸縮性を

持たせるよう配慮した.さらに，袖ぐり，主主ぐり，股

ぐりの各くり部分には板ゴム(隠0.5c田)を入れるこ

とにより，一燈フィット性を増すと同時に，水の浸入

を妨ぎ，水の浸入による運動機能性の低下が起きない

ようにした.

以上のような方法で 3種類の生地と 3段階のカッ

ト深さにより，計9種類の水遂を作成した.

方法 運動機能性を着用感(圧迫感)と衣服圧とを

尺度として浪u定することにした.

被験者は，スイミングスクーノレに通うレベルのほぼ

同一サイズの女子大学生 3名である(3名ともに

9AR) . 

測定部位はFig.2に示すような 10ヶ所 (2，5， 6 

以外の部位は左右の平均)で，この各部位につき Fig.

3に5Fすような 8種類の運動を行った時の着用感と衣

股圧を調べた.なおこれらの運動は，主としてクロー

2.腕を前から横にまわす. (平泳ぎの腕)

3.身体を横にねじる. (クローノレの怠継ぎ)

4.身体を後にそらす. (平泳ぎの息継ぎ)

5.足を前に振り上げる. (クローノレの足)

6.足を後に振り上げる. (クローノレの足)

7. Jf:を横に振り上げる (平泳ぎの足)

8.足を開いて膝をおろす. (平泳ぎの足)

1. Shoulder 

2. Chest 

3. Shoulder blade 

4. Armhole 

5. Belly 

6. Hip(backl 

7. Hip(sidel 

8. Hem(front) 

9. Hem(backl 

10. Hem(sidel 

ノレと平泳ぎに必要なものとして選定した Fig.2. Measuring point of c10thing pressure. 

1.腕を後から奇iJにまわす. (ク口ーノレの腕)

2 . 3. 4. 

る

f 
5. 6 . 8. 

Fig. 3. Motion for mobility test. 
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なお着痛感は，きつい，ややきつい，ふつう，やや

ゆるい，ゆるいの 5段階で申告させた.衣服庄は，そ

れぞれの部位につき，水着と人体の問に衣服庄セン

サーをとりつけて測定した.

また，この実験は水着の乾燥、時と湿潤時の符方行っ

た.これは，水着というものが本来は湿潤・濡れ状態

で着用・運動されるものであり，また水に入るまでの

着衣初期は乾燥状態であることが多いとL、う水着の特

伎を考慮し，湿潤S寺と乾燥持の圧力の遼いも検討出来

るようにするためで、ある.さきに Table1で示したよ

うに，各試料とも湿潤持の 1001170伸長のための必要荷

重は乾燥野寺に比べて 70~50% 程度に落ち，衣服圧ひ

いては運動時の伸長抵抗にも大きく彩饗を及ぼすため

である.

さらに，プールにおいてクローノレと王子泳ぎによる

備楢暢.組欄帽 。
雌掛・ m ・m 暢 2.5 
働刷司幡帽_13.5 
a 婚姻・“・ 41.0
胸骨明信欄 38.0
'“・-- 3.5 
- --齢酬 1.5 

(%) 

25 mの水泳実験を行い，タイム測定と Fig. 2に示す Fig. 4. Result of questionnaire (2). 

10部位の務用感を，きつい，ややきつい，ふつう Whichline do you judge as high-leg-cut? 

ややゆるい，ゆるいの 5段階で申告させた.なお試料

水着の着用順序と泳法の順序はランダムとし疲労や

慣れが影響しないよう配慮した.

結果および考察

まず，ハイレッグカット水道ーに関する意識調査につ

いて述べる

ハイレッグカット滋着は若い女性の 30%緩度が持

っており (Table2) ，それは学生， OL等年齢や立場

にはほとんど影響されない しかし自分の持っている

水着がハイレッグカットかどうかわからない人も

10%程度あり， Fig. 4に示すようにハイレッグカッ

トの定義自体を各偲人によって偲別に解釈している傾

向が強い.また実際にどの程度のハイレッグを持って

いるかについては， Fig. 5に示すように大部分が鼠

Table 2. Result of questionnaire(l) 

Consciousness about rnobility of high-leg-cut 

style swirnrning suit 

Do you have Consciousness about rnobillity 

high」eg:cut Exist relation No relation Can't 
style SWImmlEg.judge  
suit? Effective lneffective 

(Yes)29.0% 33.0% 12.0% 21.0% 34.0明b

(No) 61.5% 9.8% 4.9% 44.7% 40.7% 

(indistinct)9.5% 10.5% 15.8% 42.1% 31.6% 

- 38 

--・・帽嚇鴨 0 
----・伽帽 0.7
輔嶋帽.帽帽 13.0
--場"制・38.6
.膚輔副-30.7 
駒・崎陽町 15.5
--・・・ 1.4 

(%) 

Fig. S. Result of questionnaire (3). 

Which line of high-leg-cut style swirnrning suit do 

you have? 

径溝上下付近を回答しているが，中にはウエスト近く

までのものや，ほとんど内股と水平に近いものもあげ

られている.

ハイレッグカットと運動機能性との関係については

Table 2より，何らかの関係があることを意識してい

る人は全般的に少ないが，これをハイレッグを持って

いる人と持っていない人に分けて考えると，持ってい

る人では 45%(33.0% + 12.0%)と半分弱の人が窓識

しているが，逆に持っていない人ではこれが 15%弱



ハイレグカット水着の運動機能性に関する研究

れないためであろう.これらのことから圧迫感と運動

機能性とは密接な関係があることがわかる.

では，この被験者申告による圧迫感と笑擦の衣服圧

との関係について調べてみると， Fig. 7に示すよう

に湿潤時の実験では濡れ具合や肌触りが影響するのか

口問明ート1i自helongation : the crawl stroke 

A一-Middle elongation : the crawl stroke 
0--Low elongation : the crawl stroke 

E語"“幽 Highelongation.: the breast stroke 

&ー働 Middleelongation: the breast stroke 

@一一Lowelongation: the breast stroke 

ー-z:::，.

High 

Fig. 6. Relationむetweendegree of leg心utand sen-

sation intensity of c10thing pressure. 
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(9.80/0 +4.9%)に過ぎない.やはり実際に着用経験の

有無加に分析してみると，“泳ぎやすし、"と考えてい

るのは，去費用経験のある人では約 33%であるのに対

し，着用経験のない人では約 10%となっている.着

用経験のある人でも 10%強の人が，“ハイレッグカッ

トはかえって泳ぎ、にく L、"と答えており，半数以上が

“泳ぎやすさとは関係ない"あるいは“判断出来ない"

と答えている.一般の女性ではやはり蓋浴心が強く作

用するのか，あるいはハイレッグ以外の要因(例えば

生地特性や他部分の形体)がそう怒識させるのか，“ハ

イレッグカットは必ずしも泳ぎやすいものではない"

と息われているようである.

次に，着用・運動実験について述べる.

25 m水泳後の被験者の着衣E長官能殺を， 10部位に

ついて，きつい-2点，ややきつい-1点，ふつう O

点，ややゆるL、 l 点，ゆる~， 2 点として計算し，水着

全体の着衣感として全部位の王子均債を算出しその平

均値とハイレッグカット度合との関係を調べたものを

Fig.6に示す.!lロ…ノレ，平泳ぎともに，生地の伸び

率にかかわらずカット皮が大きい穣官能値はゆるく，

逆にカット度が小さいものは足付け根，股ぐり部分だ

けでなく他の部佼にもきついと答える傾向が見られ

た.これは足付け根部の圧迫感(務股感)が感じられ

たものと恩われる.またイ中び率大の生地においてはそ

れ程この傾向が強くないが，もともと伸びやすい生地

では，カット度小であってもそれ程の圧迫感が感じら
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 Fig. 8. Relation between degree of leg-cut and the time for 25m swimming. 

データにバラツキが見られるが，乾燥狩では衣服圧が

大きい程きついと感じていることがわかる.

ハイレッグカット度と水泳 25mのタイムとの関係

をFig.8に表す. クローノレ，平泳ぎともに，カット度

中のものに比ベカット度大のタイムがややよい. しか

し小カットは中カットに比べて逆によいタイムになっ

ている.この矛盾については被験者が単にスイミング

スクーノレに通うレベノレの女子大学生で、あったため，再

現役にも乏しくタイムにそれ程の信頼性がないことが

関係しているのであろう.競泳の選手のように正確な

自己タイムを持つ人ならば，違った結果になったので、

はなし、かとも思われる.なお被験者の実験後の感想は，

もともとハイレッグは泳ぎにくいと意識していたうえ

に，実際に予備実験的に泳いでみても，やはり王室恥心

もあり泳ぎにくさ右訴えていたが，慣れるに従ってハ

イレッグ程泳ぎやすいことを主張するようになった.

このことから考えても泳ぎやすさの評価にも議恥心な

どが関係していることがうかがえる.被験者の言う“泳

ぎやすさ"とタイムとが必ずしも単純比例するかどう

かには疑問がある.ある程度圧迫感があり泳ぎにくい

と忠、うものでも，適度に筋肉を締め付け結果として無

駄のない泳ぎが出来，タイムがよくなることがあるの

ではなし、かとも考えられる.

また被験者の感想では，足を横に動かす平泳ぎにお

いて特にハイレッグの方が泳ぎやすいということであ

り，これも足付け根部のカットの影響であることがわ

カミる.

今聞は，タイム測定において信頼出来る結果が得ら

れなかったことや，ハイレッグカット皮ーも 3段階に留

まり泳ぎやすさに対するハイレッグの限度まで調べる

ことが出来なかったが，これらを充分に補った上で‘研

究を重ねると，レッグ部だけでなく他部分の形体にも

適用することが出来，興味深い研究になると恩われる.

文献

1)山JII 勝，井上恵美子，デサントスポーツ科学，

2， 183 -186(1981). 

2) 山崎義一，衣生活研究， 12(3・4)， 
101-108(1985). 

40ー


